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平
成
二
十
五
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま 

　
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の
平

成
二
五
年
度
評
議
員
会
が
五
月
二
九
日
（
水
）
、

秋
田
市
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
評
議
員
会
に
は
、
秋
田
県
副
知
事
堀
井

啓
一
様
、
秋
田
海
上
保
安
部
次
長
松
井
俊

二
様
、
秋
田
県
消
防
学
校
長
中
村
基
様
が

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
ほ
か
、
評
議
員

一
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
殉
職
さ
れ
た
消
防
職
員
・
団
員

の
御
霊
に
黙
祷
を
献
げ
、
引
き
続
き
中
泉

会
長
が
あ
い
さ
つ
、
堀
井
副
知
事
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
議
事
に
入
り
、
平
成
二
四
年
度
会
計
決

算
や
役
員
等
の
選
任
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、

辞
任
に
伴
う
正
副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

協
議
し
、
会
長
に
は
現
副
会
長
中
田
潤
氏
、

副
会
長
に
は
現
理
事
の
成
田
十
喜
男
・
海

野
達
雄
の
両
氏
が
選
出
、
現
会
長
中
泉
松

之
助
氏
は
顧
問
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　 

   

　
ご
来
賓
並
び
に
評
議
員
の
皆
様
に
は
、

当
協
会
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
常
日
頃
、
格
別
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
四
月
一
日
に
移
行
登
記
を
行
っ
て

一
年
二
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
評
議

員
会
や
理
事
会
の
権
限
、
併
せ
て
役
員
の

選
任
方
法
な
ど
が
大
き
く
変
わ
り
、
色
々

と
戸
惑
い
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ご
理
解

を
賜
り
ま
し
て
、
よ
り
公
益
性
の
高
い
協

会
を
目
指
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
一
一
月
に
開
催
し
た
「
第

一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
秋
田

大
会
」
に
は
県
内
外
合
わ
せ
て
二
五
〇
〇

人
が
「
秋
田
」
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
方
々
か
ら
は
、
「
秋
田

ら
し
さ
」
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
、
素
晴
ら

し
い
大
会
で
あ
っ
た
と
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
、
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

　 　 

 

　
秋
田
県
消
防
協
会
は
、
住
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
、

住
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
消
防
防
災

思
想
の
普
及
啓
発
や
地
域
に
お
け
る
消
防

防
災
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
中
で
も
重
要
な
の
が
、

消
防
団
の
充
実
で
あ
り
ま
す
。 

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
の
要

と
し
て
、
引
き
続
き
、
消
防
に
関
す
る
知

識
の
習
得
や
技
術
の
向
上
、
団
員
の
士
気

高
揚
に
、
な
お
一
層
、
お
力
を
注
が
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
、
県
内
に
お
い
て
は
、
皆
様
の
お

か
げ
で
比
較
的
火
災
の
少
な
い
年
で
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
昨
年
と
比
較
し
て
今

日
現
在
で
火
災
が
一
六
件
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「
自

ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
精
神

の
下
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向

け
、
よ
り
一
層
、
お
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

会
長
あ
い
さ
つ 

来

賓

祝

辞 

会
長 

　
中
泉
　
松
之
助 

秋
田
県
副
知
事 

　
堀
井
　
啓
一 

新
し
い
役
員
を
選
出 

平
成
二
五
年
度 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 
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■
承
認
さ
れ
た
議
案 

　
①
平
成
二
四
年
度
事
業
の
概
要
報
告 

　
②
平
成
二
四
年
度
会
計
決
算 

　
③
監
査
報
告 

■
役
員
等
の
選
任 

＊
新
た
に
選
任
さ
れ
た
監
事 

　
　
成
　
田
　
俊
　
昭 

　
　
　
　
小
坂
町
消
防
団
長 

　
　
鈴
　
木
　
　
　
清 

　
　
　
　
男
鹿
市
消
防
団
長 

　
　
⫝̸
　
階
　
健
太
郎 

　
　
　
　
横
手
市
山
内
消
防
団
長 

　
　
（
任
期
は
、
平
成
二
七
年
度
定
時
評

　
　
　
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
） 

＊
新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事 

　
　
周
　
防
　
彦
　
宗 

　
　
　
　
由
利
本
荘
市
消
防
団
長 

　
　
渡
　
辺
　
雅
　
人 

　
　
　
　
秋
田
県
総
合
防
災
課
長 

　
　
小
　
林
　
博
　
美 

　
　
　
　
秋
田
県
消
防
長
会
会
長 

　
　
菅
　
原
　
達
　
美 

　
　
　
　
秋
田
県
消
防
長
会
副
会
長 

　
　
高
　
橋
　
尚
　
文 

　
　
　
　
秋
田
県
消
防
協
会
事
務
局
長 

　
　
（
任
期
は
、
平
成
二
六
年
度
定
時
評

　
　
　
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
）     

＊
新
た
に
選
任
さ
れ
た
評
議
員 

　
　
澤
　
口
　
紀
　
夫 

　
　
　
　
小
坂
町
消
防
団
副
団
長 

　
　
金
　
田
　
咲
　
美 

　
　
　
　
北
秋
田
市
消
防
団
長 

　
　
金
　
子
　
忠
　
夫 

　
　
　
　
三
種
町
消
防
団
長 

　
　
一
　
関
　
鐐
　
一 

　
　
　
　
五
城
目
町
消
防
団
長 

　
　
池
　
田
　
　
　
彰 

　
　
　
　
大
潟
村
消
防
団
長 

　
　
鈴
　
木
　
　
　
正 

　
　
　
　
秋
田
市
消
防
団
副
団
長 

　
　
佐
々
木
　
　
　
護 

　
　
　
　
に
か
ほ
市
消
防
団
長 

　
　
石
　
綿
　
喜
代
隆 

　
　
　
　
由
利
本
荘
市
消
防
団
副
団
長 

　
　
佐
々
木
　
輝
　
一 

　
　
　
　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部
消
防
長 

　
　
伊
　
東
　
善
　
輝 

　
　
　
　
に
か
ほ
市
消
防
本
部
消
防
長 

　
　
泉
　
　
　
信
　
一 

　
　
　
　
横
手
市
横
手
消
防
団
長 

　
　
伊
　
藤
　
弘
　
明 

　
　
　
　
横
手
市
消
防
本
部
消
防
長 

　
　
佐
　
藤
　
敏
　
彦 

　
　
　
　
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
消
防
長

　
　
（
任
期
は
、
平
成
二
八
年
度
定
時
評

　
　
　
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
） 

■
報
告
事
項
等 

　
①
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

　
　
予
算 

　
②
平
成
二
六
年
度
消
防
大
会
の
開
催
支

　
　
部 

　
③
第
五
〇
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
出

　
　
場
順 

 

　
平
成
二
五
年
五
月
二
二
日
（
水
）
東
京

都
港
区
虎
ノ
門
日
本
消
防
会
館
に
お
い
て

「
消
防
団
員
確
保
対
策
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
の

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
国
民
の
安

全
確
保
の
た
め
、
地
域
の
総
合
的
な
防
災

力
の
強
化
の
必
要
性
、
そ
の
中
核
と
な
る

消
防
団
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
で
、
消
防
団
員
の
全
国
的
な

減
少
傾
向
が
続
く
等
、
消
防
団
員
の
確
保

が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
に
本
年
が
消
防
団
一
二
〇
年
・
自
治

体
消
防
六
五
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
全
国
の
消
防
関

係
者
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
方
々
の
参
加

を
得
て
、
今
後
の
消
防
団
員
確
保
対
策
の

強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

　
な
お
、
本
県
か
ら
は
鹿
角
市
消
防
団
長

黒
澤
文
男
氏
が
鹿
角
市
消
防
団
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
「
事
例
報
告
」
を
行
い
ま
し

た
。           

 

第50回秋田県消防操法大会出場順 

鹿 角  

大 館 北 秋 田  

能 代 市 山 本 郡  

男 鹿 潟 上 南 秋  

秋 田 市  

由 利 本 荘 に か ほ  

大 仙 仙 北 美 郷  

横 手 市  

湯 沢 市 雄 勝 郡  

1 

6 

5 

9 

3 

2 

7 

4 

8

6 

7 

1 

4 

5 

2 

 

3

小型ポンプ操法の部 種目等 支部名 ポンプ車操法の部 

※ ９月６日（金）　秋田県消防学校で実施 

「
消
防
団
員
確
保
対
策
に
関
す
る

「
消
防
団
員
確
保
対
策
に
関
す
る 

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
さ
れ
る

開
催
さ
れ
る 

 「
消
防
団
員
確
保
対
策
に
関
す
る 

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
さ
れ
る 
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公益財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員 

役　職 

〔理　事〕 

所属・階級等 

能代市消防団　団長 

大仙市消防団　団長 

大館市消防団　団長 

秋田市消防団　団長 

秋田県総務部総合防災課 課長 

鹿角市消防団　団長 

横手市大森消防団　団長 

潟上市消防団　団長 

湯沢市消防団　団長 

由利本荘市消防団　団長 

秋田市消防本部　消防長 

 

 

秋田県消防協会　事務局長 

氏　　名 

中　田　　　潤 

草　⦌　忠　誠 

成　田　十喜男 

海　野　達　雄 

渡　辺　雅　人 

黒　澤　文　男 

稲　葉　盛　榮 

古　戸　俊　行 

近　野　宗　一

周　防　彦　宗

小　林　博　美

菅　原　達　美

泉　　　　　篤

高　橋　尚　文

大曲仙北広域市町村圏組合 
消防本部　消防長 

能代山本広域市町村圏組合 
消防本部　消防長 

会　　長 

副 会 長 

〃 

〃 

理　　事 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

業務執行理事 

役　職 

〔監　事〕 

所属・階級等 

小坂町消防団　団長 

男鹿市消防団　団長 

横手市山内消防団　団長 

科　　　　　目 

経常収益計 

主な内訳 

 

 

 

 

 

 

経常費用計 

主な内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常外費用計 

当期経常増減額 

一般正味財産期末残高 

指定正味財産期末残高 

主な内訳 

公益事業 共益事業 管理事業 内部取引 合　　計 

23,956,107 

902 

0 

220,500 

9,551,470 

10,085,235 

3,288,000 

810,000 

28,865,230 

8,797,729 

2,424,315 

1,358,285 

1,797,942 

1,100,000 

1,468,058 

0 

9,510,142 

2,408,759 

 

△ 4,909,123 

△ 13,567,448 

△ 13,567,448 

3,000,000

15,286,058 

 

5,718,600 

0 

5,483,658 

1,383,698 

1,174,000 

1,526,102 

8,149,956 

2,215,800 

324,540 

2,024,039 

316,071 

50,000 

0 

2,860,000 

0 

359,506 

 

7,136,102 

18,925,485 

18,925,485 

0

2,934,033 

 

0 

0 

586,500 

896,366 

1,408,700 

42,467 

4,668,732 

2,660,562 

493,980 

131,801 

7,035 

0 

0 

0 

0 

1,375,354 

7,267 

△ 1,741,966 

1,925,613 

1,925,613 

0

42,176,198 

902 

5,718,600 

220,500 

15,621,628 

12,365,299 

5,870,700 

2,378,569 

41,683,918 

13,674,091 

3,242,835 

3,514,125 

2,121,048 

1,150,000 

1,468,058 

2,860,000 

9,510,142 

4,143,619 

7,267 

485,013 

7,283,650 

7,283,650 

3,000,000

基本財産受取益 

受取会費（掛金） 

事業収益 

受取補助金等 

受取負担金 

受取寄付金（会費） 

その他経常収益 

 

給与等 

旅費交通費 

備品消耗品費 

印刷製本費 

支払助成金 

委託費 

見舞金支出 

操出金 

その他経常費用 

 

 

 

 

基本財産 

氏　　名 

成　田　俊　昭 

鈴　木　　　清 

⠷　階　健太郎 

監　　事 

〃 

〃 

役　職 

〔評議員〕 

関係する消防機関等 
羽後町消防団 

鹿角市消防団 

小坂町消防団 

鹿角広域行政組合消防本部 

北秋田市消防団 

上小阿仁村消防団 

大館市消防本部 

北秋田市消防本部 

三種町消防団 

八峰町消防団 

五城目町消防団 

大潟村消防団 

男鹿地区消防一部事務組合消防本部 

湖東地区消防一部事務組合消防本部 

五城目町消防本部 

秋田市消防団 

秋田市消防団 

由利本荘市消防団 

にかほ市消防団 

由利本荘市消防本部 

にかほ市消防本部 

仙北市消防団 

美郷町消防団 

横手市横手消防団 

横手市大雄消防団 

横手市消防本部 

東成瀬村消防団 

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 

氏　　名 
佐　藤　金　一 

割　石　博　之 

澤　口　紀　夫 

米　田　　　均 

金　田　咲　美 

北　林　義　⫝̸ 

畠　山　亮　一 

長　岐　順　一 

金　子　忠　夫 

本　多　　　健 

一　関　鐐　一 

池　田　　　彰 

天　野　正　廣 

伊　藤　　　繁 

伊　藤　　　隆 

備　後　孫　忠 

鈴　木　　　正 

石　綿　喜代隆 

佐々木　　　護 

佐々木　輝　一 

伊　東　善　輝 

佐　藤　生　治 

⫝̸　橋　正　尚 

泉　　　信　一 

佐々木　一　義 

伊　藤　弘　明 

佐々木　謙　吉 

佐　藤　敏　彦 

評議員長 

評 議 員 
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〃 
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〃 
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〃 
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（平成２5年５月２9日現在） 

平成24年度決算〔正味財産増減計算書内訳表〕 
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入
校
当
日
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
消
防
学

校
の
生
活
に
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
、

消
防
学
校
の
門
を
潜
っ
た
。 

　
消
防
学
校
に
入
校
し
ま
ず
初
め
て
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、
和
春
教
官
の
顔

で
あ
っ
た
。
「
自
分
の
部
屋
番
号
、
学
籍

番
号
を
確
認
し
た
ら
、
さ
っ
さ
と
荷
物
を

整
理
し
ろ
。
」
と
激
を
飛
ば
さ
れ
た
。
こ

れ
が
消
防
学
校
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。 

　
我
が
六
七
期
は
消
防
学
校
始
ま
っ
て
以

来
の
最
多
入
校
者
数
で
あ
り
、
九
六
名
も

い
る
と
、
多
種
多
様
な
集
合
体
で
あ
る
。

個
性
的
な
人
た
ち
が
多
い
中
、
私
は
最
年

長
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
総
代
に
任
命
さ

れ
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
私
の
よ
う
な
人

間
が
総
代
を
任
せ
て
も
ら
う
に
は
荷
が
重

す
ぎ
る
が
、
任
命
さ
れ
た
以
上
九
五
名
を

ま
と
め
総
代
と
し
て
の
任
務
を
全
う
し
て

い
こ
う
と
思
う
。       

　
残
り
五
ヶ
月
間
、
こ
の
期
間
を
長
い
と

感
じ
る
者
、
短
い
と
感
じ
る
者
が
い
る
と

思
う
が
、
恐
ら
く
修
了
式
を
迎
え
る
頃
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
早
か
っ
た
な
あ
と

感
じ
る
と
思
う
。
だ
と
し
た
ら
、
残
り
の

五
ヶ
月
間
を
有
意
義
な
期
間
に
す
る
た
め
、

毎
日
を
大
事
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
今
後
の
消
防
人
生
の
財
産
に
な
る
で

あ
ろ
う
同
期
生
と
の
時
間
を
大
切
に
し
、

時
に
は
笑
っ
て
時
に
は
励
ま
し
合
っ
て
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
互
い
の
絆
を
強
固

に
し
て
い
き
た
い
。 

　
約
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
、
私
自
身
の

至
ら
な
い
部
分
を
多
く
感
じ
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
自
分
自
身
の
体
力
の
な
さ
で
す
。

訓
練
を
含
め
た
体
力
錬
成
で
は
、
周
囲
よ

り
遅
く
、
同
じ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な

の
に
、
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
の
競
争
の

時
な
ど
、
私
に
「
卓
さ
ん
が
ん
ば
れ
」
と

大
き
な
声
で
声
援
を
し
て
く
れ
ま
す
。
私

自
身
は
、
本
当
に
励
ま
さ
れ
頑
張
る
こ
と

が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
消
防
学
校
に
入
校
し

て
良
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
甘
え
て
は
い

け
な
い
こ
と
も
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ
追
い
つ
く
こ
と

は
、
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
残
り

の
消
防
学
校
生
活
で
皆
に
追
い
つ
き
迷
惑

を
か
け
な
い
こ
と
を
目
標
に
、
自
主
体
力

錬
成
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
同
部
屋
の
み
ん
な
に
も
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
す
。
訓
練
の
際
に
私
が
う
ま
く
で
き

な
か
っ
た
部
分
を
、
一
緒
に
つ
き
あ
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
し
、
部
屋
長
か
ら
は
暖
か

い
言
葉
も
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
ク
ラ
ス
で
は
最
年
長
、
全
体
で
は
副
総

代
と
し
て
、
阿
部
総
代
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
覚
を
持
ち
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

第
六
七
期
初
任
教
育

（ 

　
　
　
　
　
　
　
） 

総
　
代
　 

　阿
部
　
　
誠 

 

　
入
寮
日
初
日
は
不
安
だ
ら
け
で
し
た
。

し
か
し
そ
ん
な
思
い
も
同
じ
く
不
安
な
顔

を
し
て
い
る
九
五
人
を
見
る
と
半
年
間
一

緒
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持

ち
に
変
わ
り
ま
し
た
。         

　
四
月
一
二
日
は
入
校
式
で
し
た
。
当
日

は
各
消
防
本
部
の
消
防
長
を
は
じ
め
多
く

の
家
族
、
ま
た
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
や
取
材
の

方
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
自

分
た
ち
が
「
消
防
士
」
と
い
う
道
を
歩
み

始
め
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
な
に
よ
り

自
分
た
ち
は
消
防
士
な
ん
だ
と
い
う
責
任

が
強
く
な
り
ま
し
た
。 

　
次
の
週
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
学
校
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。
授
業
の
最
初
は
、
消

防
六
法
の
使
い
方
に
多
く
の
時
間
を
使
っ

て
し
ま
う
状
態
で
し
た
。
訓
練
で
は
毎
日

の
よ
う
に
新
し
い
科
目
が
ど
ん
ど
ん
始
ま

り
ま
す
。
全
員
が
理
解
す
る
の
を
待
っ
て

は
く
れ
ま
せ
ん
。
す
べ
て
身
に
つ
け
る
た

め
に
も
、
仲
間
と
協
力
し
反
復
訓
練
や
復

習
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。     

　
自
分
の
消
防
学
校
卒
業
後
の
最
初
の

目
標
は
、
現
場
の
先
輩
方
に
一
日
で
も

早
く
、
一
人
前
の
消
防
士
と
し
て
認
め

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

学
校
生
活
は
全
て
に
お
い
て
全
力
で
取

り
組
み
、
九
五
人
の
仲
間
と
「
や
り
き

っ
た
」
と
思
え
る
半
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

　
第
六
七
期
初
任
教
育
の
入
校
生
は
、
四

月
一
二
日
の
入
校
式
か
ら
も
う
二
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。            

　
入
校
当
初
、
全
く
未
知
の
分
野
で
あ
る

消
防
の
教
育
訓
練
へ
の
不
安
、
寮
で
の
共

同
生
活
へ
の
戸
惑
い
な
ど
が
感
じ
ら
れ
た

が
、
今
で
は
み
ん
な
が
協
力
し
て
日
々
の

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
教
育
訓
練
も
五
月
に
入
る
と
、
体
力
錬

成
、
礼
式
訓
練
か
ら
消
防
基
礎
技
術
の
習

得
へ
と
移
行
し
、
現
在
で
は
、
空
気
呼
吸

機
器
取
扱
訓
練
、
身
体
結
索
訓
練
な
ど
の

実
技
訓
練
が
本
格
化
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
消
防
学
校
か
ら
「
一
ヶ

月
を
振
り
返
っ
て
」
と
題
し
た
作
文
が
寄

せ
ら
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

消
防
学
校
に
入
校
し
て

消
防
学
校
に
入
校
し
て

消
防
学
校
に
入
校
し
て

消
防
学
校
に
入
校
し
て

秋
田
県
消
防
学
校 

消
防
学
校
に
入
校
し
て

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町 

村
圏
組
合
消
防
本
部  

（  

　
　
　
　
） 

副
総
代
　 

　佐
藤
　
　
卓 
 

由
利
本
荘
市

消
防
本
部 

 

副
総
代
　 

　高
橋
　
洋
平 

（
横
手
市
消
防
本
部
） 
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慌
た
だ
し
く
日
々
は
過
ぎ
、
想
像
以
上

に
時
間
が
早
く
進
む
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
感
覚
は
よ
り
一

層
強
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。 

　
生
活
に
も
慣
れ
、
同
期
の
み
ん
な
と
も

仲
良
く
な
り
、
楽
し
い
時
間
が
増
え
て
い

け
ば
い
く
ほ
ど
一
日
の
終
わ
り
は
早
く
な

る
は
ず
だ
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
我
々

の
す
べ
き
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
、
ま
た
技
術

と
し
て
体
得
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
多

い
。
一
つ
一
つ
そ
の
都
度
覚
え
て
い
か
な

け
れ
ば
中
々
前
に
進
め
ず
成
長
で
き
な
い
。

実
技
の
授
業
で
は
、
し
っ
か
り
復
習
し
て

そ
の
日
学
ん
だ
こ
と
を
そ
の
日
の
う
ち
に

体
に
染
み
つ
か
せ
、
座
学
で
は
、
効
果
測

定
の
た
め
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
先
も
覚

え
て
い
く
よ
う
な
、
現
場
で
活
か
せ
る
よ

う
な
知
識
の
習
得
の
た
め
の
勉
強
が
必
要

で
あ
る
。
半
年
間
の
学
校
生
活
で
学
ん
だ

こ
と
を
満
遍
な
く
発
揮
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
こ

う
と
思
う
。 

　
こ
れ
か
ら
先
、
行
事
も
増
え
、
も
っ
と

忙
し
く
、
大
変
な
こ
と
も
出
て
く
る
、
何

を
や
る
に
し
て
も
、
初
め
て
の
経
験
で
、

戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
全
て
の
こ

と
に
お
い
て
、
こ
の
同
期
の
メ
ン
バ
ー
九

六
人
で
行
動
を
共
に
す
る
の
は
き
っ
と
今

だ
け
だ
。
一
生
胸
に
残
る
よ
う
な
思
い
出

と
一
生
付
き
合
い
に
な
る
友
人
を
一
つ
で

も
、
一
人
で
も
多
く
作
り
た
い
。 

　
初
め
て
訓
練
礼
式
を
教
わ
っ
た
時
は
、

何
に
使
う
も
の
な
の
か
全
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
、
他
の
訓
練
が
始
ま
る
に
つ
れ
、

と
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。
例
と
し
て
挙
げ
る
と
、

訓
練
の
始
ま
り
と
終
わ
り
や
、
ポ
ン
プ

操
法
及
び
通
常
点
検
で
の
一
つ
一
つ
の

行
動
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
訓
練
礼
式

は
消
防
生
活
に
お
い
て
基
本
中
の
基
本

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
後
は
、

こ
れ
を
重
点
的
に
使
用
す
る
通
常
点
検

や
そ
の
指
揮
者
を
行
え
る
よ
う
に
復
習

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
増
え
て
く
る

訓
練
礼
式
を
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

　
第
二
に
座
学
が
挙
げ
ら
れ
る
。
座
学
で

は
、
消
防
法
や
消
防
組
織
法
と
い
っ
た
馴

染
み
の
な
い
法
令
や
、
こ
れ
ま
で
大
ま
か

に
し
か
知
ら
な
か
っ
た
消
防
器
具
の
名
称

や
用
途
、
特
性
な
ど
、
全
く
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
一
か
ら
教
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

今
ま
で
私
の
経
験
し
て
き
た
こ
と
と
違
い
、

慣
れ
な
い
所
も
多
い
が
、
そ
れ
は
み
ん
な

同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
つ
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。 

　
今
後
は
、
さ
ら
に
未
体
験
の
訓
練
及
び

知
識
が
増
え
て
く
る
が
、
消
防
学
校
を
出

た
後
に
活
か
せ
る
よ
う
覚
え
て
行
き
た
い

と
思
う
。 

　
入
校
し
て
一
ヶ
月
、
そ
の
中
で
私
に
は

二
つ
の
変
化
が
あ
っ
た
。 

　
一
つ
は
「
生
活
の
変
化
」
で
あ
る
。
入

校
前
の
自
分
と
比
べ
て
時
間
の
使
い
方

が
変
わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
自
分
の

好
き
な
よ
う
に
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
が
、

学
校
で
の
生
活
は
、
食
事
、
睡
眠
を
は

じ
め
一
日
の
流
れ
が
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
無
駄
な
時
間
が
減
少
し
、
中

身
の
濃
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。 

　
二
つ
目
の
変
化
は
「
意
識
の
変
化
」
で

あ
る
。
こ
の
一
ヶ
月
で
入
校
前
よ
り
も
消

防
職
員
と
し
て
の
心
構
え
が
で
き
た
よ
う

に
思
う
。
消
防
と
い
う
職
業
は
、
人
命
に

直
結
し
て
い
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
、
市
民

の
税
金
に
よ
っ
て
仕
事
が
で
き
て
い
る
こ

と
な
ど
、
学
校
で
学
ぶ
こ
と
で
こ
れ
ま
で

よ
り
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
自
分
の
置

か
れ
て
い
る
立
場
を
理
解
し
、
ま
ず
は
初

任
科
で
の
学
び
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と

思
っ
た
。 

　
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
消
防
の
仕
事
を
し

て
い
く
上
で
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
思
う
の
は
、
一
人
で
は
作
り
出
す
こ

と
の
で
き
な
い
変
化
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
親
切
に
時
に
は
熱
く
指
導
し
て
く
だ

さ
る
教
官
方
が
お
り
、
励
ま
し
合
う
仲
間

が
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
に
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
の
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
。 

　
九
六
名
と
い
う
大
人
数
の
中
で
、
私
を

含
め
、
み
ん
な
不
安
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
少
し
ず
つ
こ
の
生
活
に
も
慣

れ
て
き
て
い
る
感
じ
は
し
ま
す
。
集
団
生

活
を
通
じ
て
、
日
々
色
々
な
こ
と
を
発
見

し
、
お
互
い
高
め
合
え
る
良
き
仲
間
を
た

く
さ
ん
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
入
校
式

前
の
練
習
で
は
校
歌
を
何
度
も
歌
い
ま
し

た
、
鼻
歌
や
口
笛
も
無
意
識
の
う
ち
に
校

歌
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
本
番
で
は
国
歌
、
校
歌
と
も
に

最
高
の
歌
声
を
来
賓
の
方
々
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
目
標

に
全
員
で
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

も
知
り
、
と
て
も
思
い
出
深
い
入
校
式
に

な
り
ま
し
た
。 

　
授
業
も
本
格
的
に
始
ま
り
、
覚
え
る
こ

と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
消
防
士
と
し

て
の
基
礎
と
な
る
も
の
な
の
で
、
し
っ
か

り
覚
え
た
い
で
す
。
訓
練
で
は
ま
だ
基
本

中
の
基
本
し
か
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
す
ら
も
出
来
て
い
な
い
の
で
、
努
力
不

足
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。   

　
一
ヶ
月
の
間
に
次
々
と
新
し
い
課
題
が

見
つ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
と
五
ヶ
月

で
ど
れ
ほ
ど
の
課
題
が
見
つ
か
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
一
つ
解
決
し
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
行
け
る
よ
う
に
、
毎
日
全
力

で
過
ご
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
「
や
っ

て
や
る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
を
も
ら
っ
た

一
ヶ
月
で
し
た
。 

消
防
学
校
に
入
校
し
て

消
防
学
校
に
入
校
し
て

（ 

　
　
　
　
　
　
　
） 

　 　小
舘
　
廉
史 

　 　渡
部
　
佳
也 

（
秋
田
市
消
防
本
部
） 

会
　
計
　 

　三
浦
　
兼
晴 

（
大
館
市
消
防
本
部
） 

会
　
計
　 

　下
総
　
広
幸 

（
横
手
市
消
防
本
部
） 

鹿
角
広
域
行
政
組
合 

消
防
本
部 
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こ
の
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

と
て
も
内
容
の
濃
い
一
ヶ
月
だ
っ
た
と
思

う
。
ま
ず
初
め
に
消
防
学
校
の
寮
に
入
寮

し
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
す
ぐ

に
同
じ
部
屋
の
人
と
も
仲
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
、
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。
同
じ
夢
や
目
標
を
持
っ
た
仲

間
は
、
や
は
り
大
切
な
存
在
だ
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
も
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
、
悩
み
な
ど
も
増
え
て
く

る
と
思
う
が
、
仲
間
を
大
切
に
し
、
お
互

い
に
支
え
あ
え
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。  

　
入
寮
し
て
か
ら
二
日
後
に
入
校
式
が
あ

り
、
入
校
式
の
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、

常
に
本
番
を
意
識
し
、
集
中
し
て
頑
張
っ

た
。
そ
の
た
め
、
本
番
で
は
行
進
や
返
事
、

歌
、
姿
勢
等
の
全
て
に
お
い
て
完
璧
に
出

来
た
と
思
う
。
体
力
測
定
で
は
、
今
の
自

分
の
体
力
が
ど
の
く
ら
い
で
あ
る
か
、
し

っ
か
り
と
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
し

か
し
、
数
値
は
ど
れ
も
低
か
っ
た
。
消
防

士
は
、
体
力
を
必
要
と
さ
れ
る
職
業
で
あ

る
の
で
、
今
後
の
体
力
練
成
で
し
っ
か
り

と
自
分
を
鍛
え
、
次
の
体
力
練
成
で
は
、

今
の
結
果
を
全
て
上
回
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。
こ
の
一
ヶ
月
を
振
り
返
り
、
一
日
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。
誰
に
も
時

間
は
平
等
に
あ
る
の
で
、
有
効
に
使
い
、

後
悔
の
な
い
学
校
生
活
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。
他
に
も
こ
の
一
ヶ
月
で
様
々
な

こ
と
を
学
ん
だ
。
初
心
や
学
ん
だ
こ
と
を

忘
れ
ず
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
努
力
し
て

い
き
た
い
。 

　
四
月
十
日
に
入
寮
日
を
迎
え
、
初
め

て
消
防
学
校
の
寮
に
入
り
ま
し
た
。
玄

関
の
掲
示
板
に
張
り
出
さ
れ
て
い
る
自

分
の
番
号
を
確
認
し
て
か
ら
自
分
の
部

屋
に
入
り
、
次
に
あ
る
服
装
点
検
に
備
え
、

点
検
が
始
ま
っ
て
か
ら
食
堂
に
向
か
い

ま
し
た
。
点
検
で
初
め
て
教
官
の
方
々

と
接
し
ま
し
た
が
、
厳
し
い
雰
囲
気
で

し
た
。
で
も
、
こ
の
厳
し
さ
が
私
た
ち

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
感
じ
て
、
あ

ら
た
め
て
消
防
学
校
で
生
活
す
る
半
年

間
を
頑
張
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。                

　
入
寮
日
の
翌
日
か
ら
は
、
準
備
と
練

習
が
あ
り
ま
し
た
。
練
習
は
数
を
こ
な

す
ご
と
に
九
六
人
の
動
き
が
揃
っ
て
い
き
、

全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
式
の
前
に
教
官
か
ら
「
一
生
懸

命
さ
を
出
せ
、
そ
う
す
れ
ば
伝
わ
る
か
ら
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
良
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
入
校
式
に
臨
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
式
の
出
来
は
、
練
習
の
成
果
が
発
揮

で
き
大
成
功
だ
と
思
い
ま
す
。
昨
日
よ

り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
と
一
歩
づ
つ

確
実
に
前
に
進
み
、
半
年
後
に
は
、
誰

が
見
て
も
成
長
し
た
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
妥
協
を
許
さ
ず
、
最
後
ま

で
全
力
疾
走
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　 　松
橋
　
皇
成 

 

　
寮
生
活
に
も
慣
れ
て
き
て
、
仲
間
も
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
正
直
、
入
寮
す
る

前
は
、
一
八
歳
か
ら
三
〇
歳
と
い
う
幅
広

い
年
齢
層
で
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
不

安
で
し
た
。
し
か
し
、
積
極
的
に
会
話
す

る
こ
と
で
、
年
上
の
方
と
も
打
ち
解
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
先
日
行
わ
れ
た
効
果
測
定
で
赤
点
だ

っ
た
者
、
ど
う
し
て
赤
点
を
取
っ
た
の

か
考
え
、
出
た
答
え
を
行
動
に
移
し
ま

し
ょ
う
。
赤
点
で
な
か
っ
た
者
も
、
一

喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
次
々

と
く
る
効
果
測
定
で
ど
ん
ど
ん
上
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。 

　
朝
、
佐
藤
教
官
が
見
せ
て
く
れ
る
動
画

は
、
毎
回
心
の
奥
底
ま
で
響
き
ま
す
。
消

防
士
は
、
厳
し
い
と
い
う
こ
と
を
見
る
た

び
に
感
じ
ま
す
。
私
情
は
二
の
次
で
仕
事

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
族
か
ら

は
、
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
命
に
関
わ
る

仕
事
な
の
で
、
心
配
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
仕
事
す
る

の
と
、
分
か
ら
ず
に
仕
事
す
る
の
で
は

動
き
が
違
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
税
金

に
よ
っ
て
給
料
が
で
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
理
解
し
て
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
効
果
測
定

や
行
事
、
授
業
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で

協
力
し
て
残
り
五
ヶ
月
、
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
入
寮
か
ら
入
校
式
ま
で
の
二
日
間
は
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
入
校
式
の
練
習

等
を
行
い
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
消
防
学
校
の
職
員
の
方
々
と
消

防
学
校
初
任
教
育
六
七
期
の
九
六
名
全
員

が
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

始
ま
る
厳
し
い
訓
練
や
座
学
に
対
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
感
じ
取
り
、
私
も
こ

こ
で
の
日
々
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
い
う
気
持

ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

　
入
校
式
の
練
習
で
は
、
校
歌
や
式
場
へ

の
入
場
の
際
の
行
進
を
何
度
も
繰
り
返
し
、

本
番
で
は
、
各
消
防
本
部
の
消
防
長
や
来

賓
の
方
々
、
父
兄
の
皆
様
方
の
前
で
立
派

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
翌
週
か
ら
は
、
授
業
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。
消
防
法
や
消
防
制
度
、
消

防
機
器
等
の
座
学
、
基
本
結
索
や
三
連

梯
子
操
法
等
の
訓
練
を
中
心
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
体
力
測
定
も
実

施
し
、
全
て
を
通
し
て
、
自
分
が
ま
だ

ま
だ
力
不
足
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。     

　
こ
の
一
ヶ
月
を
振
り
返
る
と
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
去
っ
た
感
じ
が
し

ま
す
。
今
日
ま
で
得
た
知
識
と
技
術
を
今

一
度
復
習
し
、
残
り
の
教
育
期
間
を
充
実

し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
九
六
名
の
同
期
と
の
絆
も
深
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（ 

　
　
　
　
　
　
　
） 

　 　佐
藤
　
　
佑 
 

　 　須
藤
　
優
真 

（
に
か
ほ
市
消
防
本
部
） 

（
北
秋
田
市
消
防
本
部
） 

（
五
城
目
町
消
防
本
部
） 

　 　伊
藤
　
　
健 

能
代
山
本
広
域
市
町 

村
圏
組
合
消
防
本
部 
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入
校
し
た
て
の
頃
は
、
新
し
い
生
活
に

慣
れ
る
ま
で
に
苦
労
し
ま
し
た
。
今
ま
で

の
自
分
は
夜
更
か
し
で
、
不
規
則
な
生
活

を
し
て
い
た
た
め
、
消
防
学
校
で
の
早
寝

早
起
き
の
生
活
に
体
が
馴
染
む
ま
で
に
多

少
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
共
同

生
活
で
の
緊
張
に
よ
り
気
疲
れ
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
ご
ろ
は
規
則
正
し
い
生
活
に

よ
り
、
体
の
調
子
も
良
く
、
話
せ
る
仲
間

も
増
え
た
の
で
、
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま

す
。         

　
消
防
学
校
に
入
校
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
だ
、
基
礎
の
段
階
だ
が
講
義

や
訓
練
の
進
む
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
ど

ん
ど
ん
先
へ
進
み
、
気
付
け
ば
最
初
の

効
果
測
定
が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

消
防
学
校
で
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
と
て
も
多
く
、
八
〇
〇
時
間
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
習
得
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
一
つ

一
つ
習
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
身
に

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
一
ヶ
月
で
消
防
学
校
で
の
生
活

に
も
慣
れ
、
楽
し
く
な
っ
て
く
る
頃
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
気
を
緩
め
ず
に
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
が
よ
り
良
い
も

の
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
人
の
命
を
助
け
た
い
、
地
域
の
安
全
を

守
り
た
い
と
は
常
に
思
っ
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
よ
う
な
消
防
士
に
な
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
に
消
防
学
校
が
あ
り
ま
す
。
興

奮
や
楽
し
み
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、

正
直
不
安
と
緊
張
の
方
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
入
校
し
て
み
る
と
、

先
輩
方
は
優
し
い
人
ば
か
り
で
、
同
級

生
も
気
の
合
う
仲
間
ば
か
り
、
本
当
に

恵
ま
れ
た
な
あ
と
身
を
も
っ
て
感
じ
て

い
ま
す
。 

　
学
校
生
活
で
は
、
四
月
か
ら
消
防
法

や
消
防
制
度
な
ど
、
今
ま
で
の
私
達
の

生
活
に
馴
染
み
の
な
か
っ
た
も
の
を
中

心
に
学
ん
で
い
ま
す
、
最
近
で
は
座
学

だ
け
で
は
な
く
、
三
連
梯
子
や
小
型
ポ

ン
プ
操
法
な
ど
の
実
技
な
ど
も
増
え
て

き
て
、
消
防
士
ら
し
い
事
が
始
ま
っ
た

な
あ
と
思
い
ま
す
。 

　
入
校
し
て
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
ま
し
た
が
、

自
分
に
と
っ
て
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、

一
ヶ
月
も
か
か
ら
ず
に
私
の
不
安
や
緊
張

は
ほ
と
ん
ど
解
消
さ
れ
、
楽
し
さ
や
将
来

活
躍
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
自

分
が
現
段
階
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
の
私
が
こ
こ
に
在
る
の
は
、
私
自
身
の

力
だ
け
で
な
く
、
教
官
と
周
り
の
学
生
全

員
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
九
六
人

全
員
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
お
前
達
の
代
わ
り
は
い
く
ら
で
も
い

る
。
」
初
日
の
夜
に
佐
藤
教
官
が
言
っ
た

こ
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
試
験
に
失
敗
し
た
人
の
中

に
は
私
よ
り
も
消
防
に
向
い
て
い
る
人

が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私

も
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
こ
の
仕
事
を

選
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
消
防
学
校
で

自
分
の
限
界
を
知
る
と
い
う
目
標
を
持

ち
入
校
し
た
。
自
分
の
限
界
を
知
る
た

め
に
は
、
常
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
こ
の
一
ヶ
月
、
訓
練

礼
式
、
体
力
錬
成
、
座
学
、
訓
練
な
ど

多
く
の
こ
と
を
経
験
し
た
が
、
「
も
っ
と

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
思
う
場
面

が
多
々
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

目
標
を
達
成
す
る
ど
こ
ろ
か
、
市
民
の

前
で
胸
を
張
っ
て
こ
の
仕
事
は
私
の
天

職
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

　
少
し
の
こ
と
で
満
足
せ
ず
、
完
璧
を

目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
再

び
確
認
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
残
り
の

学
校
生
活
を
送
り
た
い
。
そ
し
て
、
教

官
が
言
っ
た
よ
う
に
「
気
の
使
え
る
消

防
士
」
と
な
り
所
属
に
帰
り
た
い
と
思
う
。 

（ 

　
　
　
　
　
　
　
） 

　 　茂
木
　
信
哉 

大
曲
仙
北
広
域
市
町 

村
圏
組
合
消
防
本
部 

（ 

　
　
　
　
　
　
　
） 

　 　川
口
　
直
志 

湖
東
地
区
行
政
一
部 

事
務
組
合
消
防
本
部 

（ 

　
　
　
　
　
　
　
） 

　 　小
澤
　
　
透 

男
鹿
地
区
消
防
一
部 

事
務
組
合
消
防
本
部 

（７）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年６月15日（毎月１回15日発行） №712

地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目１番24号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

山王セントラルビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 



遭
難
防
止
に
一
役 

＝ 

鹿
角
市
消
防
団 

＝ 

支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 
支
部
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト 

　
鹿
角
市
消
防
団
第
一
六
分
団
は
、
五
月

一
九
日
（
日
）
本
格
的
な
山
菜
採
り
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
十
和
田
大
湯
地
区
で
特
に

入
山
者
の
多
い
場
所
に
遭
難
防
止
を
呼
び

か
け
る
幟
旗
の
設
置
と
啓
発
巡
回
活
動
を

自
主
的
に
行
い
ま
し
た
。 

　
毎
年
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
入
山
者
が

全
国
的
に
評
価
の
高
い
タ
ケ
ノ
コ
を
目
当

て
に
鹿
角
の
地
を
訪
れ
ま
す
が
、
入
山
者

の
増
加
に
つ
れ
、
遭
難
事
故
も
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
平
成
二
四
年
度
は
、
鹿
角
管
内

で
山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
事
故
は
一
八
件

発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

　
鹿
角
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
防
止
す
る
た

め
に
林
道
の
滑
落
危
険
箇
所
や
、
沢
の
分

岐
点
に
下
山
の
方
向
を
示
し
た
看
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
山
菜
採
り

に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
、
道
に
迷
っ
た
遭

難
者
が
こ
の
看
板
を
頼
り
に
自
力
下
山
し

た
と
い
う
奏
功
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
鹿
角
市
消
防
団
救
急
救
助
支
援

隊
と
し
て
、
平
成
二
一
年
に
秋
田
県
で
初

め
て
発
足
し
た
同
分
団
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
救
急
救
助
資
機
材
を
装

備
し
て
お
り
、
火
災
の
み
な
ら
ず
、
様
々

な
災
害
現
場
に
対
応
で
き
る
よ
う
訓
練
を

重
ね
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
活
動

し
て
い
ま
す
。 〔

情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
〕 

建　物 

林　野 

車　輌  

その他 

合　計 

死者数 

負傷者数 

－ 9 

17 

8 

1 

17 

4 

－ 6

－ 5 

16 

－ 1 

2 

12 

0 

－ 3

237 

30 

38 

81 

386 

20 

77

104 

10 

10 

23 

147 

10 

38

25 

2 

5 

7 

39 

2 

10

95 

27 

18 

24 

164 

14 

32

20 

18 

4 

9 

51 

2 

7

平成25年 平成24年 同期比較 

５月 累計 累計 ５月 年計 ５月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 第66回秋田県消防大会 

男鹿潟上南秋支部開催のお知らせ 

　落語家  桂三若さんによる防災に関する講演の
ほか、なまはげ太鼓、八郎潟願人踊のアトラクシ
ョンもあります。 
　地域の方々も是非お出掛け下さい。 
 
　開催月日　　平成25年６月29日（土） 
　　　　　　　　午後１時から 
　開催場所　　男鹿市船川港船川 
　　　　　　　　「男鹿市民文化会館」 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 
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トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 

ホームページ　http://www17.ocn.ne.jp/̃takagi/ 
E - m a i l 　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp


